
 

８ CT第８回九州CT 研究会
主催：九州CT研究会
後援：公益社団法⼈人  ⽇日本放射線技術学会九州⽀支部

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　              九州地域放射線技師会

『次世代CT に対応する技術と責任』

 　会 　期： 　平成２８年年５⽉月７⽇日（⼟土）９時４０分〜～１７時３５分

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（受付開始：９時から）

 　
 　会 　場： 　北北九州国際会議場 　メインホール
 　 　 　 　 　 　〒802-‐‑‒0001 　北北九州市⼩小倉北北区浅野３丁⽬目９−３０
 　 　 　 　 　 　℡ 　093-‐‑‒541-‐‑‒5931

 　参加費： 　⼀一般  1,000円 　学⽣生無料料（学⽣生証の提⽰示要。但し、社会⼈人学⽣生は対象外）
 　
 　事前参加登録

平成２８年年３⽉月２０⽇日（⽇日）〜～４⽉月２５⽇日（⽉月）
九州CT研究会ホームページ（http://www.kyushu-‐‑‒ct.jp/）

 　 　※事前登録された⽅方へ優先的にランチョンセミナーのお弁当を配布します。
 　 　 　なお、事前登録された⽅方もランチョンセミナー開始までにお弁当をお受け取りにならない場合は、
 　 　 　当⽇日参加者分に回りますのでご注意ください。

http://www.kyushu-ct.jp
http://www.kyushu-ct.jp


ご 　挨 　拶

第8回九州CT研究会開催にあたり

 　第8回九州CT研究会の開催テーマは「次世代CTに対応する技術と責任」と題して開催
します。
 　X線CTも装置の進化に伴い、診療療放射線技師の知識識や技術もその進化に対応し、法的
な責任においては今も昔も変わりませんが、確実に診療療放射線技師の責任は、モダリテ
ィを問わず時代とともに重くなってきております。
 　昨年年6⽉月、J-‐‑‒RIMEより診断参考レベル（DRLs2015）が策定され、9⽉月にはJSRT学術
調査研究班より「X線CT撮影における標準化〜～GALACTIC〜～」の改訂版が出版されまし
た。これらのエビデンスに基づいた標準化を進めていくことは、患者において、どこの
施設でCT検査を受けても同じレベルの検査を受けられることとなり、それぞれの施設で
標準化に向けた検査⽅方法を確⽴立立していくことが、CT検査に従事する診療療放射線技師の責
務と考えます。
 　特別講演１では、JSRT学術調査研究班の⾼高⽊木卓先⽣生より「X線CT撮影における標準化
〜～GALACTICの改訂のポイント〜～」というテーマでご講演いただきます。
特別講演２では、藤⽥田保健衛⽣生⼤大学病院の井⽥田義宏先⽣生より「超⾼高精細CT（QDCT）の
初期経験」というテーマでご講演いただきます。CT技術の新たな進化をQDCTで知るこ
とができるかもしれません。
 　シンポジウムでは、⼿手術計画や術中ナビゲーションに役⽴立立つワークステーション処理理
を3施設より発表していただきます。ワークステーション処理理の中には、「画像等⼿手術⽀支
援加算」として保健収載され、要件を満たせば加算を取ることができます。ワークステ
ーション業務は、CT検査において⽋欠かすことのできないモダリティのひとつとして確⽴立立
しつつあります。
 　第8回九州CT研究会を通じてCTのみならず、テーマである将来の「責任」ということ
を感じていただきたいと思います。
 　是⾮非多くのみなさまにご参加をいただき、活発な討論論や聴講により技術や知識識を深め
ていただきたいと思っております。

第8回九州CT研究会 　当番世話⼈人
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　宮崎県⽴立立宮崎病院 　蕪 　俊⼆二



★☆★　Program　★☆★
9:00〜～   　 　 　受付開始
9:40〜～9:45      開会挨拶   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    当番世話⼈人 　 　蕪  俊⼆二
9:45〜～10:30  奨励研究発表   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【座⻑⾧長】 　⻑⾧長崎⼤大学病院 　 　    福⽥田  徹

       　⼤大分⼤大学医学部附属病院 　城⽣生  朋顕
 　 　 　 　 　 　「逐次近似法を⽤用いた低コントラスト検出能，及び再構成条件の検討」
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　熊本⼤大学医学部附属病院 　清⽥田  恭平
 　 　 　 　 　 　「半導体検出器を⽤用いたX  線CT  装置のビーム幅の測定について」

産業医科⼤大学病院 　⼤大⽯石  芳貴
 　 　 　 　 　 　「⾦金金属アーチファクト低減再構成技術におけるDFOV  の影響について」

久留留⽶米⼤大学病院 　 　中村  忍

10:40〜～12:20  情報提供   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【座⻑⾧長】 　 　浦添総合病院 　宮⾥里里  和英
⿅鹿鹿児島⼤大学病院 　中島  祐⼆二

 　 　 　 　 　 　 　メーカープレゼンテーション「次世代CT  の技術」
 　 　 　 　 　 　 　GE  ヘルスケア・ジャパン株式会社、シーメンスヘルスケア株式会社
 　 　 　 　 　 　 　株式会社⽇日⽴立立メディコ、東芝メディカルシステムズ株式会社
 　 　 　 　 　 　 　株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン  （順不不動）

12:30〜～12:50  ランチョン  
 　 　 　 　 　 　 　情報提供  ≪第⼀一三共株式会社≫

13:30〜～14:30  特別講演 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　        【座⻑⾧長】  宮崎県⽴立立宮崎病院     　蕪  俊⼆二
 　 　 　 　 　 　 　「X  線CT  撮影における標準化  〜～GALACTIC  の改訂のポイント〜～」

千葉葉市⽴立立海浜病院 　⾼高⽊木  卓  先⽣生

14:40〜～15:10  RSNA2015  Magna  Cum  Laude受賞記念念発表
【座⻑⾧長】  熊本⼤大学医学部附属病院  ⽻羽⼿手村  昌宏

 　 　 　 　 　 　 　「Cerebral  Disease  :  Optimal  Imaging  Method  for  Preoperative  3DCT
-‐‑‒Arteriovenous  Separation  Scanning  Method」

佐賀県医療療センター好⽣生館 　三井  宏太

15:20〜～16:20  特別講演 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【座⻑⾧長】  産業医科⼤大学病院 　⼩小川  正⼈人
 　 　 　 　 　 　 　「超⾼高精細CT（QDCT）の初期経験」

藤⽥田保健衛⽣生⼤大学病院 　井⽥田  義宏  先⽣生

16:30〜～17:30  研究会企画シンポジウム
【座⻑⾧長】   　 　済⽣生会熊本病院 　坂本  崇
佐賀県医療療センター好⽣生館 　岸川  誠

 　 　 　 　 　 　 　イメージラボ  ３次元画像解析処理理
「⼿手術計画・術中ナビゲーションに役⽴立立つワークステーション処理理」

済⽣生会熊本病院 　松井  さくら
産業医科⼤大学病院 　永元  啓介

沖縄県豊⾒見見城中央病院 　⾦金金城  ⼀一史
17:30〜～17:35  閉会挨拶   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  代表世話⼈人 　⼩小川正⼈人



会場案内図


